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外部との連携実績等

研究概要
企業外労働衛生機関の産業看護職は、中小企業に向けたメンタルヘルス一次予防のための質の高い
保健活動の提供が期待されている。
企業外労働衛生機関の産業看護職のメンタルヘルス不調の一次予防対策に関する活動へのインタ
ビュー調査や全国の企業外労働衛生機関の産業看護職に対する質問紙調査により活動の実態や必要な
能力を明らかにしてきた。
これらを踏まえ、 4因子22項目の【事業場の方針やニーズに合わせた一連の保健活動を展開する能力】
【事業場との連携を強化する能力】【所属機関の保健活動基盤を整備する能力】
【労働者の支援ニーズを引きだす能力】から成る評価尺度を開発した。
実用化に向けては、今後さらなる一般可能性の検証が必要である。

産学連携の可能性（アピールポイント）

①企業外労働衛生機関の産業看護職が日々の活動を見直す自己評価ツールとして活用

②企業外労働衛生機関の産業看護職の現任教育として活用

③専門性の高いメンタルヘルスケアを提供することで中小企業の労働衛生の増進につながる

〈外部資金実績〉
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